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研究成果の概要（和文）：本研究は，どのようにして年上のきょうだいが，トドラーをふり遊びへ参加するように導く
のかを検討した。26人の年上のきょうだい（M=5;5）が，年下のきょうだいであるトドラー（M=1;11）の前で，オヤツ
を本当に食べる様子（本当条件）と，オヤツを食べるふり（ふり条件）をする様子が観察された。年上のきょうだいは
，本当条件よりふり条件で微笑，注視，効果音などの「ふりシグナル」を送った。さらに，ふり場面において年上のき
ょうだいがふり動作をして，トドラーを注視し，微笑するといったパターンの「ふりシグナル」を送った後に，トドラ
ーはふり遊びに参加する傾向があることを示した。

研究成果の概要（英文）： The present study investigated whether older siblings changed their behaviors 
during pretense play and consequently encouraged toddlers to engage in collaborative pretend play, with a 
sample of 26 pairs of older siblings (M = 5;5) and toddlers (M = 1;11). Older siblings smiled longer, 
gazed at the toddlers longer, used sound effects more frequently, and engaged in more frequent 
snack-related actions in a “pretense condition” than in a “real condition.” In addition, sequential 
analysis revealed that toddlers were significantly more likely to engage in pretense following the 
specific pattern of older siblings’ pretense signals, as a form of social referencing.

研究分野： 発達心理学

キーワード： 幼児　きょうだい　ふり遊び　ふりシグナル　系列分析
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
大人は子どもの注意を引き，情報を伝えよ

うとするとき，乳児向けの発話（Fernald et al., 
1989）や，motionese（Brand et al., 2002）など
の行動のシグナルを使う。Csibra & Gergely
（2009）は，このような大人による行動のシ
グナルと，それに対する子どもの敏感性が，
ヒトに特有の自然な教育学（natural pedagogy）
を成立させており，これが世代間の知識や文
化の伝達を可能にしているのだと主張した。 
自然な教育学は母子のふり遊びにおいて

も見られる。母親は，トドラーの前でオヤツ
を本当に食べるときより（本当場面），オヤ
ツを食べるふりをするとき（ふり場面）で，
頻繁に微笑し，トドラーの顔を長い時間注視
し，唇や舌で使って効果音を出すなどのふり
シグナルを送る（Lillard & Witherington, 2004, 
Nakamichi, 2015）。ふり遊びの場面でこれらの
シグナルが提示されたとき，トドラーは母親
のふりを理解し，自らもその遊びに参加する
（ Lillard & Witherington, 2004, Nakamichi, 
2015）。 
このふりシグナルは，認知能力の未熟なト
ドラーに「これはふりだ」と教えるために重
要な，母親の教育者としてのスキルであると
考えられる。しかしながら，ヒトはいつから
そのスキルを獲得するかは明らかではなか
った。 
 
２．研究の目的 
（1）トドラー（1-2 歳の年下のきょうだい）
とのふり遊びにおいて，幼児（4-6 歳の年上
のきょうだい）が母親のように自らの行動を
変化させるのかを検討すること。 
（2）ふり場面において幼児がどのような行
動を行った後に，トドラーがふり遊びに参加
しやすいのかを行動系列分析により検討す
ること。特に，幼児が社会的参照（Source, 
Emde, Klinnert（1985）をさせるような特定の
行動パターン（ふり動作→トドラーへの注視
→微笑）を示した後に，トドラーがふり遊び
に参加しやすいかどうかを検討した。また，
トドラーが幼児の微笑や動作を模倣したの
ではないかという可能性を排除するために，
2 つの模倣系列，すなわち「表情模倣系列」
（幼児の微笑→トドラーの微笑）と，「動作
模倣系列」（幼児の飲食動作→トドラーの飲
食動作）も分析の対象とした。 
 
３．研究の方法 
参加児：幼児 26 名（女 11 名，男 15 名，

M=5;5, range=4;1-6;10, SD=9.33 ヶ月）とトド
ラー26 名（女 14 名，男 12 名，M=1;11, 
range=0;11-2;7, SD=5.40 ヶ月）。本研究は大学
の倫理審査を通過し，全参加児の親より書面
にて研究参加の同意を得た上で行われた。 
手続き：きょうだいペアは本当条件とふり

条件の両方に参加した。どちらを先に受ける
かはきょうだいペア間でランダムになるよ
うにした。本当条件では幼児にトドラーの前

で食器から本物のオヤツを食べるように，ふ
り条件では空の食器から食べるふりをして
もらうよう求め，その様子を箱入りのカメラ
でそれぞれ 2 分間ずつ撮影した。 
符号化：仮説を知らない第三者達が，ビデ

オ中の幼児とトドラーの行動を符号化した。
全ての符号化者は，録画された映像を 1/2
速度で再生しながら，行動の頻度や累積動
作時間などの計量を行うフリーソフトウェ
アの Sigsaji 2 （荒川・鈴木, 2004）を用い
て各行動の頻度や持続時間を測定した。
Sigsaji 2 は 1/2 単位で行動の持続時間を記
録できるため，結果的に全測度の持続時間
は 1/4 秒で算出された。 
幼児の行動の測度は，微笑，トドラーへの

注視，飲食に関連する発話，効果音（ゴクゴ
クなどのオノマトペなど），オヤツ動作（食
べる，注ぐ，飲む。ふり条件ではそれらのふ
り動作）。トドラーの行動の測度は微笑とオ
ヤツ動作（ふり条件ではふり動作）である。
飲食に関する発話と効果音の形態素数の算
出には，MeCab-0.97（工藤, 2008）というオ
ープンソースの形態素解析エンジンを用い
た。 
行動系列分析：Bakeman & Quera (2011)によ

る GSEQ 5 を用いた行動系列分析を行った。
GSEQ 5 は系列的な観察データを分析するた
めのコンピュータプログラムであり，特定の
行動系列の頻度や持続時間に加えて，期待値
や条件付き確率といった簡単な表統計を算
出する。 
母子のふり遊びの場面を分析した Nishida 

& Lillard (2007)が扱った 3 つの行動系列（社
会的参照系列，表情模倣系列，動作模倣系列）
を分析の対象にした（Table 1）。これらの系
列の本当条件とふり条件における観測値と
期待値が GSEQ 5 によって算出された。
Nishida & Lillard (2007)の分析手法に従い，χ
2 検定を用いて観測値が期待値よりも有意に
大きいことが示された場合に，その行動の系
列がランダム以上に多く生じたとみなした。
なお，自然な行動生起パターンをとらえるた
めに，特定の行動が終了した後 1 秒以内に別
の行動が生じた場合にこれらの行動は連鎖
していると判断した。 
なお，本研究では，トドラーが微笑および

／またはオヤツ動作をした場合にふり遊び
に参加したと見なした。なぜなら，微笑とふ
り動作の両方を連続して行わなければふり
遊びに参加したことにならないという基準
はトドラーの能力を過小評価してしまう可
能性があり，さらに Nishida & Lillard (2007）
と同様の方法を用いることで結果の比較が
できるようにしたためである。  
 
４．研究成果 
（1）幼児及びトドラーの行動の条件差 
幼児がトドラーの前で食べるふりをする

ときに行動を変えるかどうかを調べるため
に，対応のある t 検定を行った。幼児の微笑



の総持続時間（t(25)=8.40, p<.001），トドラー
への総注視時間（t(25)=4.28, p<.001）はいず
れも本当条件よりふり条件で有意に長かっ
た（Figure 1）。幼児が使用した効果音の形態
素数（t(25)=2.06, p<.05）とオヤツ動作の頻度
（t(25)=3.73, p<.01）はいずれも本当条件より
ふり条件で有意に多かったが，通常発話の形
態素数（t(25)=0.72, ns）は条件間で差はなか
った。さらに，トドラーの微笑の頻度は本当
条件（M=2.31, SD=3.37）よりふり条件（M=7.46, 
SD=4.89）で有意に多く（t(25)=5.50, p<.001），
オ ヤ ツ 動 作 の 頻 度 は 本 当 条 件
（M=4.34,SD=2.43）よりふり条件（M=6.50, 
SD=6.63 ） で 有意 に多 い傾 向が あ っ た
（t(25)=2.05, p<.10）。 

 

 
Figure 1. Older sibling’s behaviors in the Real 

and Pretense conditions 
 

  このように，ふりの場面において幼児は，
長い時間微笑し，トドラーを注視し，多くの
効果音を使い，頻繁に食べるふりをして見せ
るなどのように，行動を変化させた。このよ
うなふり場面における幼児の行動変化の方
法は，従来の研究  (Lillard & Witherington, 
2004; Nakamichi, 2015)における母親のそれと
かなり類似していた。 
 トドラーとのふり遊びの開始場面におけ
るきょうだいと母親の行動の類似性は，かつ
てはふり遊びの素人であったきょうだいが，
今や熟達者となって自分より経験の少ない

トドラーをふり遊びへと誘えるようになっ
たことを示している。一方，従来の研究はき
ょうだいと母親はいずれもトドラーとのふ
り遊びに積極的に関与する点では似ている
が，その関与の仕方には違いがあることを示
してきた。例えば，きょうだいは自らも役割
を演じて遊びの中に入り込むのに対し，母親
は観客やコメンテーターとして外から遊び
に関与する (Dunn & Dale, 1984; Haight & 
Miller, 1993)。また，きょうだいは空想的なテ
ーマを設定し現実を歪める行動を頻繁にす
るのに対し，母親は現実的なテーマを設定し
日常のルーティン活動（例：食べる，寝る）
を再演する (Dunn & Dale , 1984)。本研究と
Dunn & Dale(1984)や Haight & Miller(1993)と
で異なる結果が得られた理由には，本研究で
は実験室におけるふり遊びの開始場面での
きょうだいの表情や視線などの非言語的行
動を主な分析対象としていたのに対して，
Dunn & Dale(1984)や Haight & Miller(1993)で
は，家庭におけるふり遊びが確立した場面で
のきょうだいの発話を主な分析の対象とし
ていたことがあるだろう。よって今後の研究
では，ふり遊びの開始から遊びが確立し発展
していく場面までを通してきょうだいと母
親のトドラーに対する関与の仕方を観察し，
彼らの言語的・非言語的行動はどこまでが類
似していて，どこからが異なるのか，さらに
このような類似や差異がトドラーの認知発
達にいかなる影響を与えるのかを明らかに
していく必要がある。 
 
（2）きょうだい間での行動の系列分析 
各条件内において，各系列の観測値が期

待値よりも高いかどうかを，χ2 検定を用い
て比較した。Table 1 に示されるように，本
当条件では，表情模倣系列（幼児の微笑⇒
トドラーの微笑）の観測値はその期待値よ
りも有意に高かったが，社会的参照系列
（幼児の動作，注視，微笑⇒トドラーの微
笑 and/or 動作）および動作模倣系列（幼児
の動作⇒トドラーの動作）ではいずれも観
測値と期待値に有意な差はなかった。ふり
条件では，社会的参照系列（幼児のふり動
作，注視，微笑⇒トドラーのふり動作 and/or
微笑）の観測値はその期待値よりも有意に高
かったが，表情模倣系列および動作模倣系列
ではいずれも観測値と期待値に有意な差は
なかった。 
 次に，きょうだいがふり動作をした後にト
ドラーを注視して微笑するという特定の行
動順列が，トドラーのふりへの参加を導くの
に特に有効であるかどうかを調べた。社会的
参照系列を構成するきょうだいの 3 つの行動
の他の順列は全部で 5 種類あった。きょうだ
いの行動順列 1（動作→微笑→注視），順列 2
（注視→動作→微笑），順列 3（注視→微笑→
動作），順列 4（微笑→注視→動作），順列 5
（微笑→動作→注視）の後にトドラーの微笑
および／またはオヤツ動作が連鎖した系列



は，全 26 のきょうだいペアにわたってそれ
ぞれ 2 回，0 回，5 回，5 回，8 回しか観測さ
れなかった。したがって，きょうだいがふり
動作をした後にトドラーを注視して微笑す
るという特定の行動順列が，トドラーのふり
への参加を導くのに特に有効であることが
示された。 
 
Table 1. Sequence of behaviors the Real and Pretense 
conditions 

 
このように，社会的参照をさせるようなき

ょうだいの特定の行動パターン（幼児のふり
動作，注視，微笑）の後に，トドラーは社会
的ふり遊びに参加する傾向があった。ゆえに
本研究の結果は，きょうだいがトドラーの社
会的ふり遊びを支援していることを示した
従来の研究結果(Dunn & Dale, 1984; Farver & 
Wimbarti, 1995）を支持し，さらにきょうだい
はふり遊びのはじまりの場面においては，発
話でなく表情や視線などの非言語的行動を
用いることで，トドラーの社会的ふり遊びへ
の参加を導くことを示したことによって従
来の研究結果を拡張した。 
上記のことを考慮すれば，本研究で観察さ

れたふり場面におけるきょうだいとトドラ
ーのやり取りは，「導かれた参加」の基本過
程としての「意味の橋渡し」であると考えら
れる。Rogoff (2003/2006)は，「意味の橋渡し」
を，子どもを取り巻く人々が言葉や身振りを
用いたり，お互いの反応を参照し合ったりし
ながら，共同で行っている活動や実践の持つ
意味を子どもと共有しようとすることと定
義している。他者のふりを理解することは，
トドラーにとって純粋な観察学習だけに頼
っていては難しい活動である  (Nakamichi, 
2014)。なぜなら，他者のふりを観察するとき，
子どもはそれを見た目通りではなく，物理的
な現実を故意に歪めた行動と解釈する必要
があるからだ。例えば，他者がカップの上で
空のポットを傾けている（しかもポットから
は何も注がれない）のを観察するとき，子ど
もは他者が空想のお茶をカップに注ぐふり
をして遊んでいると理解しなくてはならな
らない。それゆえ，本研究の結果は，先行研
究 (Lillard & Witherington, 2004; Nakamichi, 
2015)における母親とトドラーの間だけでな
く，年上のきょうだいとトドラーとのふり遊
びにおいても「これは遊びだ」という意味の
橋渡し（共有）がなされていることを示すも
のだと考えられる。 
ふり場面での「意味の橋渡し」のために，

きょうだいの微笑や注視などの非言語的行
動が主に使用されたのは，これが曖昧な状況
の性質やその状況での適切な振る舞いをト

ドラーに間主観的に理解させるための日常
的な手段の 1 つであるからだろう。Rogoff は，
「意味の橋渡し」は非言語コミュニケーショ
ンにかなり依存しているとし  (Rogoff, 
2003/2006)，ハプニングが起きた時に大げさ
な驚き顔を子どもに見せるといった情動的
で非言語的な支援は，大人にとって抑制ので
きない習慣のようなものであると論じてい
る（Rogoff, 1990）。トドラーと一緒に日常の
様々な活動に参加するきょうだいにとって
も，非言語コミュニケーションはトドラーと
曖昧な状況の意味を共有するための，日常的
によく使用する手段なのかもしれない。 
ふりの場面での「意味の橋渡し」のために

非言語的行動が使用された別の理由は，その
利便性によるものだと考えられる。Patterson 
(2011/2013)は，非言語コミュニケーションの
特徴の 1 つとして，その送受信が自動的に行
われることを挙げ，この自動性が送―受信者
の認知を倹約することを可能にし，言語コミ
ュニケーションを含むその他の情報に関心
を向けやすくすると論じた。「これは遊びで
ある」ことを遊び手の間で共有することは，
社会的ふり遊びを成立させるための前提に
すぎない。それゆえ，非言語コミュニケーシ
ョンによって「これは遊びである」ことが遊
び手の間で自動的に送受信され，遊びの中で
の詳細な設定や役割などの複雑な情報を処
理するための認知容量を残しておける方が，
都合が良いのかもしれない。遊び相手が認知
や言語能力の未熟なトドラーであるときに
はなおさらである。 
本研究では，きょうだいがどこまで意識的

にトドラーを社会的ふり遊びへ誘おうとし
たのかを明らかにできなかった。きょうだい
は単に現実と虚構（ふり）のズレに可笑しさ
を感じていただけかもしれないし，明確な教
育的意図を持って意識的に行動を変化させ
ていたのかもしれない。ゆえに，自分と同程
度の認知能力を持つ仲間が遊び相手である
場合と，年下のトドラーが遊び相手である場
合とで，きょうだいのふり場面における行動
の変化の仕方や程度が異なるのかを検討す
ることは，ふり場面でのきょうだいの行動変
化がどのくらい意識的なものであるかを明
らかにするための今後の重要な課題である。
しかしながら，Rogoff (2003/2006)が提唱する
ように，教えるために準備された行動や環境
ばかりが，幼い子どもの発達や学びを支援す
るわけではない。たとえ教育的意図がなくと
も，結果的にトドラーを社会的ふり遊びへ参
加するよう導くのならば，ふり場面でのきょ
うだいの行動変化は，意味のある重要な教育
的行動であるといえるだろう。 
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